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哀辞

本学名誉教授高田保罵先生は 去る昭和47年 2月2日京都

の御自宅において逝去なさいました ここに謹んで哀悼の意

を表するものであります

先生は 明治43年京都帝国大学文科大学主士会学科を御卒業

になり 大正3年 8月より経済学部の前身である本学法科大

学の講師に御就任 ついで広島高等師範学校東京商科大学

九州帝国大学の各教授を歴任ののち 昭和4年より昭和19年

に至るまで本学経済学部教授として教育と研究指導に尽力さ

れ また昭和13年には経済学部長として大学行政の面でも多

くの貢献をされました

先生の御業績は社会学経済学の双方における新生面の

開拓者として著書 100冊を超え論文 500篇に余る多くの

著作に示されわが国の学界に巨大な足跡をのこされました

当経済学部内では 講義研究を通じて多数の子弟を教育さ

れ また学界の指導的立場にあって学問の発展に多大の貢献

をされました ことに 京都大学経済学会の機関紙たる本誌

に御在職中ほとんど毎号のように 貴重な論文を発表され

わが学会のために絶大なる御尽力を頂きました

先生いまやなし在天の先生の御霊に対して こころから

糾I冥福をお祈り申し上げます

昭和47年 5月10日

京都大学経済学会
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高田保馬先生御略歴

明治16年12月27口 佐賀県小城郡三H月付に牛る

明治43年 7月13日 京都常国大学文科大学社会学科干業

た正 3年 S月31日 本学法科大学講師

大正10年12月20日 丈学博士

昭和41f2月28け 京都帝国大学教授

昭和13年 2月1011 京都帝国大学極済学部長

昭和19年九月 8H 京都帝国土学定年退官

昭和21守 3月19日 京都l市田k学名誉教長

昭羽目。年11月16日 大阪大学名音教授

昭和36年 4月lG[] 大阪府立大学名誉教授

附和39年11月3R 文化功労者に顕彰さる

昭和47年 2月 2日 御逝去

昭和47年 2月 2~ 止コ位Jこ叙せられ熟 芋瑞E卓を授けらる


